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時事評論家 増田俊男
 

木を見て森を見ず 
私は 10 月株高説を述べてきた。ところが 9 月末から 10 月 2 日にかけて NY ダウもニッケイ平

均も急落した。原因は 9 月のアメリカの就業者数が前月（8 月）より 6 万人減り、26 万人の減少

になったことでアナリスト達が一斉に景気回復にストップがかかり景気後退もあり得るとか、中

には年初来最安値 7,021 ドル（3 月 10 日）に戻る可能性もあるなどとテレビで騒いだからだ。 
年初の就業者数の減少は 70－60 万人であった。それが 9 ヶ月後の今日は 26 万人に半減してい

る。 
9 月の雇用者数が 8 月より 6 万人減少したというが、見なくてはならないのは 9 ヶ月間のトレ

ンドであって、ある一ヶ月間の増減ではない。アメリカの雇用者の減少は急速に改善されている

のは間違のないトレンドである。NY ダウが 9,929 ドル（9／22）から 9,487 ドルに 442 ドルも

下げ、またニッケイ平均が 10,767 円の最高値から 9,731 円（10 月 2 日）までほんの数日間で 1,036
円も下げる理由が何処にあるのだろうか。失われた日米市場の時価総額を計算したら気が遠くな

るだろう。たった一ヶ月間の「木」を見て九ヶ月間の「森」を見ない結果である。こうした明ら

かな「間違い」は短期間で是正されるが、年中市場で起こすこうした冷静を欠いた間違いは人騒

がせでは済まされないのではないか。投資家にとって大事なことはこうした馬鹿げた騒ぎは無視

することだ。 

分岐点ではなく、スタートライン 
さて、第三四半期（7－9 月）は、2 日までの連日の下げを差し引いても NY ダウも S&P500

の平均株価は 15％上げている。この上げの大きな支えになったのは第三四半期の好企業績予想で

あった。今後上場大手企業の業績発表が続くが、Surprising profit (驚くほどの利益)が予想され

ている。しかしこれは前記の 15％の株価上昇を正当化することになっても、私の 10 月からの株

価高騰説を裏付けることにはならない。つまり今後発表となる企業の好業績はコスト削減とレイ

オフで実現されたものである。コスト削減もレイオフも何時までも続行できるものではない。だ

から前記の業績発表と達成された利益構造が明らかになると、Surprising profit はむしろ今期以

降の企業業績不安につながる恐れがある。だから今後続く好業績発表で前期のように 10 月から

株価が連続上昇すると思ってはいけない。 
では今後私のいう株価高騰はあるのか。 
答えは「ある」どころか「決まっている」のである。 
それにはどんなアナリストも指摘してこなかった「アメリカの家計大革命」を知らねばならな

い。 
アメリカの家計大革命なくして、企業利益が構造的な利益から真の利益、つまりハードとソフ

トの増産による売上利益に変わることはあり得ないのである。 
私はこの売上利益を保証する家計大革命について、「アメリカ経済、ラスト・スパート」として語る

ことにしました。請うご期待！ 

※増田俊男の「ここ一番！」のお問合わせは、増田俊男事務所（03-3955-6686）まで。 
 

残りわずか！お申込みはお早めに！ 
増田俊男の小冊子 「アメリカの政治弱体化！で好況！何故？大相場目前！号」 
10 月からの株と為替のスケジュール、100 年に一度のチャンスをこう生かそう！ 
みんなで渡ろう、成功への橋！もう、サイは投げられた！ 

※増田俊男への無料質問フォーム付き  

お問合せは、㈱増田俊男事務所（03-3955-2121）まで 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 

事前に株式会社増田俊男事務所（℡03-3955-6686）までお知らせ下さい。 
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